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12)GER による食道 狭窄症の 1例
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食道狭窄に至った 1例を経験 したので報告する.症別は

3歳の男児.平成 5年11月17｢]中腸軸捻転の診断で回盲

部を含めて小腸広範切除を施行 し,同時に術後の経腺栄

糞を目的に胃壕を造影 した (残存腸管 :小腸 75cln,

大腸 95cm).とこ)''が経LT摂取を開始 したところ,徐々

につかえ感と晦吐か頻lhlとなり.食道造影と 上二部消化管

内視鏡iこて下部食道の逆流性食道炎による狭窄が認めら

れた.狭窄は胃療造設による GER の併発が原因と考

えL-1れ 術後63日日に胃壕を解除 し,合計 5回(T)内視鏡

的食道ブジーiこて良好な経過を得た.胃療解除の前後で

24時間食道 pH モニ タりングを行一つたところ.解除前

では総逆流回数が著明に多く,解除後逆流は著明に減少

し,食道ブジ-･･･-の間隔も解除前よ;)徐々に長 くなる傾向

にあった.

131 胎 児 超 音 波 で異常 を指摘 され 左鼠径- ′し

ニ ーjl.朕 頓 に て 緊急 手術を施行 した 胃奇形腫

の 1例
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症例は生後 IR目(-')異風 在胎33週で,胎児超音波に

て消化管閉鎖を疑われた.39週 1f二_1当院産婦人科に母体

転送 され 39過6日経腔分娩にて出生 した.生後 1【∃臼

に左鼠径-ルニア族頓にて当科に紹介された.術前左.上

腹部に石灰化を伴 う腰痛 も認めi､〕わた.開腹すると,S

の診断を得た.-/Lニー-r整復後,胃部分切除を施行した.

胃奇形腫iこ-IL)き若干の文献的考察を加え報告する.

1小 ′J＼児鼠 径 - ルニア手術時 におけ る局所神経

ブtコり クの効果U)検討
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近年､小児の鼠径-′L,::j='に対 して. daysurgery,

が行われるようになってきて,術後の捧痛対策のひとつ

として局所の神経ブロックが試みられるようをこなってき

たが,その効果をこ関 しての検討は少ない.今回,われわ

れは平成 3年10月から平成 6年 3月までの2年 6ケ月間

に手術された小児LT)片側鼠径へ,LこIrLLT)I-1ち1歳以上で

歩行可能な60例をて一一-I)(ンによる局所神経7'口ItJTf群

(31例1と生食し7)局Prr注射許 し1)9例)に分けてて一一一力 †

凧 生食群で15例で.両群間に有意の差(鳥誉めtL)Ilたか一･_､

た.鋲痛剤投 LJJLT:されたもし')は両n'-Iとも術後早期に埠楠

が強い極向がみられたが,その後の経過では厳滴剤を授

!1--されたも〔･')cl)方が埠痛が緩和されてし､る傾向がふと一一Il

た. こIliT-'し')結果かi､-,鼠径へ′しこ~~F'術後の曙橋対策上

しては鉄桶剤 (求/L?しン姓薬lが有効!二思われる結果

で溌い)た.

151汎 発性順陣 炎を来 した慢性 内芽瞳症の 1例
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今回我々は,汎発性腹膜炎を来 した慢性肉芽腫症の 1

例を経験 したので報告する.

症例は 1歳男児,難治性旺門間因膿壕及び創傷治癒遅

延にて当村外来で-7十tl-されていた.平成6年 1月14

日,発熱及び旗水貯留のため当院小児科受診,特異な経

過より免疫不全症LT)存在が疑われ 腹腔内病変検索目的

にて当料紹介され手術が施行された.雨横隔膜下からダ

グラス儀まで著明な腸管の癒着が見られたが,消化管穿

孔等ほ見られず,腺癌 私認められなかった.腹水培養は

陰性であi工 病埋診断は肉芽庫性胸膜炎であ-､た.好中

球榛能検査にて軌第能の著 しい低下が認め1､-)れ その後

の精査にて慢性肉芽腫症と診断 された.術後経過は良好

で,第26病 Riこ退院とな一･､た.慢性肉芽腫症は,好中球


